
二級河川・JII棚川水系川棚JII総合開発事業

a， 長崎県
平成21年 3月



概要
。事業の目的
①洪水調節

②水道用水の確保

③流水の正常な機能

0石木ダムの位置
石木ダムは、jII棚川本川と石木川の合流点から約2km上流の長崎県東彼杵郡川棚町岩屋郷地先
に計画しています。石木ダム地点の集水面積は約9.3km2、貯水面積は約34haです。
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凡例・：基準地点及び正常流量設定地点
：流減界
：市町村界
。二級河川区間

：県界

0月別降水量
（佐世保測候所）
年降水量は約l,900mm
程度で、 5～9月の梅雨 ・台
風期に降水震が多くなりま
す。

月r,11際水虫（佐世保測候所）平成10～19年までの近年10年間平均値
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事業計画の流れ
川棚川の川づくりについては、平成18年度に沼川法〈第16条の2）に基づき、「J11棚川
水系淘川整備計画」が策定されています。石木ダムは、「JII棚川水系沼川整備計画」におい
て、治水 ・利水苅策等の面から位置付けられました。更に、平成20年2月に「長崎県環涜
影響評価条例Jを遵守し、石木ダム環境影器評価蓄を作成しました。現在、 下記フローに
従い、 石木ダムの完成を目指しています。

石木ダム全体計画〈沼川法第79条〉

（認可〉 昭和51年1月9日
建設大臣

沼川法に関わる基本計画の決定

川棚川水系濁川整備計画策定
0司川法第16条の2) ｜平成19年3月

「石木ダム計画概要説明会」

環境影響評価書の作成

「石木ダム事業計画説明会」

・石木ダム水源地域整備計画・

石木ダム建設事業以外にダム建設による地鼠へ
の影響を緩和するため水源地鼠j辰興の整備につい
て倹討を行っています。
これまで、地i或住民及び各極団体等からの委員
(1 6名）による委員会が設立され、平成20年9
月4日に整備計画の提言がなされています。虚言の
内容としては、県道整備 ・町道盤備・林道整備 ・水
道整備・公園整備等が掲げられています。今後、こ
れら意見を考慮し、できるだけ地域の意見が反映さ
れた水源地鼠整備計画となるよう国・県・市・町で
協議が進められ決定されることとなります。
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平成19年3月

平成20年7月

委員会等状況写真

川棚川水系淘川整備計画犠討
委員会〈平成19年1月〉

石木ダム環境影磁評価準備
説明会（平成19年7月〉



事業の目的

大雨によりダム上流に流れ込む280m3I秒の水をダムで調節し、下流地械を水害
から守ります。

五二込

0日本の年降水量の経年変化

近年は少雨傾向で
あり、年降水鉛のパ
ラツキも穴きくな
っている状況を者
えると安定した水
供給は不可欠なも
のと者えています。
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0全国的に増加する集中豪雨 1時間降水量 100mm以上の膏南

1時間に 100mm以
上降った集中弓雨の回
恕を過去 10年単位で
調べてみると、近年は
集中Q雨が唱えてきて袋一す

10 
13 ~ 

7
り
1
・よ
単
一町
4

一∞
3

－3
 

－約
1
一点

山
町
田
抽
出

9

ス
ー
ダメ
？
？
 

6
の

i
国
！
全

E
E
3慨
E
2刈

－－
E
1
砥

E
E
t別
間

一配
む
と叫

且
・・EN
4
J

・
・・・・・
4

，，‘，
『，．

i
E
E
o
ぉ

3

吋

ω
E
．

－－－－
E
m
水

目・・園町・
t
幻
一瞬

一

切
一断

詞
H

M
F1

一
・Em

団

四

叩



0川棚町の主な洪水実績と被害状況

爾量 （mm)
被害扶混一.生年月日

1時間 24時間

床上浸水 251F 
昭和31年8月27日 94.5 279.5 

床下浸水 550F 

床上浸水 15F 
昭和42年7月9日 117.4 222.8 

床下浸水 113戸

床上浸水 97戸
平成2年7月2日 74.3 348.2 

床下浸水 287戸

これは平成 2年の洪水で実態
に被害を受けた区i或です。
石木ダムでは、時間雨
110mm、24時間雨量4αコmm
程度の大雨による洪水を防止す
るようにしています。
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平成2年7月の水害時と現在の中組郷

可司F

川棚川の洪水氾濫実績図〈平成2年7月）

計画高水流量配分図
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0基本高水流量
洪水を防ぐための計画で基携とする洪水の
J、イドログラフ （流量が時間的に変化する4様
子を表したグラフ）を基本高水といいます。

この基本高水は、人工的な施設で洪水間節が

行われていない状態、言いかえるなら流織に
降った計画規様の降雨がそのまま河川に流れ

出た場合の河川流量を表現しています．

調川崎
・：占ElPll点
｛上段） =l~ホ高水浪毘

下I量：It面高水.:l・
( ) :Ii函ft大ttil•

0計画高水流量
基本高水を河道と各種洪水銅節施殴に合理

的に配分した結果として求められる河道を流
れる流量です。宮いかえれば、基本高水流量

から各積洪水踊節施股での洪水踊節量を釜し
引いた流量です。
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佐世保市の新たな水源として、佐世保市に日量4万maの水道用水を供給します

O佐世保市の渇水状況
渇水対策の実施状況（昭和50年度以降）
時間給水制限 昭和53年6月1日～10白： 10日間

(6日間隔日給水、4日間隔日5時間給水〉

時間給水制限 平成6年8月1日～平成7年4月26日：日本一厳レい制限給水P64日間

くうち南部：隔白5時間給水、北部：毎日5時間まだは6時間給水〉

j威圧給水制限 平成17年7月2日～9日： 8日間

：威圧給水制限 平成 19年 11月23日～平成20年 4月30日： 160日間

※毎年のようにi~Jjくの危機に直面レており、；g氷河策会掠の設置や節水PR など係／マな活動を行っています。

平成6年度渇水状況

平成19年度渇水状況

0佐世保市の取水方法

（石木ダム完成後）

．． ．． 
．． 

山道堰

／山道橋 ｜ 

川棚川 園 HII 河口・2ノ＇ I 
_... 40. 000m1／日旦！t5.000m3／日

5 5.山田空~－~~~~j
浄水場 （佐世保市）
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0佐世保市の状況と計画

｜佐世保市のダムの貯水量 ｜

現状 ｜石木ダム ｜ 合計

貯水量 I644万m3I 249万m3I s93万m3
一日あたり使用量約8.5万m:iで割ると
約75日分＋約30日分＝約105日分になります。

ダムにためた水を、 川棚町民、
佐世保市民の水道用水として
利用します。佐世保市の新た
な水源として白岱 4万m;;sの
水道用水を供給します。

現状では2.5月分しかありません

慢性的な水不足状況

約半分が河川からの取水ι 
降雨の影響を受けるι 
少雨が続くと取水できない

ι 
給水制限等の対策が必要となる

ι 
市民生活等に影響が生じる

佐世保市の水源内訳比較図

〔ml日〕

140.000 

「 佐一水源内訳 日ダム水と河川水の割合 ｜ 

0 

計105.500m3／日 計117.000m3／日〔安定水源〕

120.000 I-
ーー－－ー--一ーーー H 石木ダムによる

100,000ト ｜安 卜1 40000 水道用水llfl~鐙
｜ 合計

80.000ト i源トL一 四ーーーーーーーー 寸 二 I 55.ooom31日
(15.000) 現在、佐世保市 (Ill Onf'I）寸tr. C' nnn_J~ 

60.000ト 『 が川棚川から取

水している水量 i ト 石木ダム完成後、
40.000ト 佐世保市が川棚川

安定水源 、 や す 司レ.n.
77.000 77 ,000 カら取ノハ るノハJU.

20.000 ~ －一一一』 一一 一一一一一一一一一一

。
現況 石木ダム完成後

このような不安定な水源のもと何とかやりくりして市民生活が営まれています。特に平成6

年の渇水では、社会生活答の影包はちとより約s11w円ちの対策行が出代されています。安定
的な水資源を確保するためには、石木ダムが必要だということを是非ご理解頂きたいと思いま

す。また、近年は少雨傾向であり、年降雨足のバラツキち大きくなっている状況を考えると安

定しだ水供給は不司欠なものと者えています。
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渇水時においても水の流れを安定させ、既得水道用水（Jll棚町水道用水、佐世保市
水道用水等）、既得農業用水を確保するとともに、水生生物の生育積境や河川の景観

を保全します。

雨が多い時期にはダ
ムに水をため、 渇水
時には、かんがい用
水や氷室生物の生息
環民などに必要な水
間を流します。

0川棚町の取水方法

（石木ダム完成後）

タムができると・・

流
血

時間 一一炉

貯水池

川棚川

－守・

河川の涜畳 ｛自然流量）

渇水筒

：可111に
必襲な
流鑑



OJI l榔町の渇水被害

川棚町の渇水被害実績と渇水対策の実施状況

年月 摘 要

昭和42年 7月
7月17日～10月11日（878問）

水図40%用水なし、みかんも打撃受ける

昭和49年 1月 19日間の子ぱつ被害

昭和49年 8月 23日間の干ばつ被害

『節水のお願いJチラシ配布

昭和59年 8月 農業用水のSll!JJを水道水として使用

毎臼700m3の水不足、 2l!llJの節水要ffl

「給水制限Jのお知らせ配布

平成 6年 8月
8月27日からパルプ調整による給水制限

工場·$~匙所へ節水協力依頼

築総直前の降雨により解除

平成17年 6月
『節水のお願い」チラシ配布

エ湯・事Z儀所へ節水協力依頼

川棚川（山道纏〉における状況

枯渇状況〈平成6年〉
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ダムにより通常時の

流況を確保できます。
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通常時の状況

通常時の状況



事業の概要

夕、ムの構造

73.6m 

サーチャージ水位 EL69.Bm 

治水容量 1,950,000m3

EL 

0貯水池容量配分図
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18.2m EL 基礎地盤
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T／／j－ ダ日lill14

河川名 2級河川｜川棚川水系石木川

位 置 jlti奇県東彼符都川繍町岩屋郷t也先

型 式 重力式コンクリートダム
・ー 二 一

総貯水容量 5,480,000m3 「

有効貯水容鐙 5, 180,000m3 ’L 
一

ill 高 55.4m I f' 

漫 m-Lt 234.0m L 

1Jr • ~聖 約285億円
. ~ 『

0ダムの諸元



0型式：重力式コシクりートダム

貯水池

百本ダムができると、県内に
建設された重力武コンクリート
ダムの中では、貯水窪が3番目
になるんだよ。

ill刀式コンクリートダム
は、ダムi是体の自重により
水圧等の外力にj底抗して、
貯水機能を果たすように
造られたダムです。一般的
には直線形で、 憤断面は、
基本的lこは三角形で構成
されています。

県内における同規模の霊力式コンクリートダム

：董瀬〈かやぜ〉ダム［大村市］

-10値



0ダム

234m 埋頂長図
I
l
ll

函流下

非常用浜水位

1ム亙量盟賞EU3.6・

ダ↑給

EL73. 6m 
Elli』8回

E
噌

．
目

的

（

Mm
4
hm
）

回
程
山
田
町

盆且温JtJL立比iLlm

EL44. 2圃

0 
ELI 8 2• 

0盛土部（綾部処理工）
下流面図

標準断面図

」／／／

l32m 長さ

ぷ正面二泊恥J:ss-ra-～～ー

りム’

yz
 

標準断面図
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付替道路の計画
現況の県道嬉野川棚線、町道中ノ川内線、町道岩屋線などの一部の区間が水没するため、道路の
付け替えを行います。

0道路計画平面図

町道下木場線

ヰヒ

・‘、．
②町泊川原木場線

6農道タル谷v

①県遭嬉野川棚線

既股県道

④町道岩屋1号線

＼ ③町遭岩屋2号線

0各路線の標準幅員

①付嘗県道嬉野川棚線（石木川の左岸側）

9. 2 5 m 

2.5m , 6.75m（車道部）
（歩道部．）

01. 5.m 2 . 7 5 m 2 . 7 5 m 0 .. 75lm 

ゾ ノ 首 司J
＊貯水池側に歩道を訟置
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4m 

②付.町選川原木場線

（石木川の右岸側） 「 ~l

1m 

③付信町選岩屋2号館
（岩屋川の左岸側）

。市
ー
ー
ー

ヤ
｜
｜
｜

一十
｜
川

』

4m 

④付嘗町通岩慮1号線
（岩屋川の右岸側）

⑤付嘗町道中’ノ川内線

（中ノ川内川の右岸側）

m』
l
il－
－

3m 

：： 
コ一一ー

⑥付留農道タル谷線

（中ノ川内川の左岸側）
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環境への配慮
石木ダム建設事諜における調査、予測及び評価の項目

11:SG~の0環焼影響評価の実錨 工事中 g.在及びIJ:l周

石木ダム建設事業では、右記
に示す項目について環境影響

評価を実施しました。

金

宮造成施 議械
意 エ タ ダ関焼影器要因 盟事主

b. ム

初の言滋霊 震工
稼のt.n 

ヤ
工 の

碕ill ド 君主

よる 及ぴ 在
水貯：也

走の行 工

環協要素 題 のおE" 

な影if 

量
i景境の包然的備~霊祭の良好な 入~湯浅 大気汚染 。。
状懸の1呆｝菩を芭として鳩否、

｜『 L
騒 r』v) 。。

予渓J~び評価されるべき資ITT袈録 i長町 。。
ー－ -昌吉風E李賢
。。． ．． 水積良j 水質汚濁 。 。

水 重量 。 。
．圃． ［司『 エl.Rに係るi箆浸 地形及び

その｛包のmt克 1t3質

生物の多4譲住の健保及び自然1農協 !fil 1担T ー
。。 。。。

の体系的保全を旨とレて調査、 重1J ；：初 一ー 。。 。。。予測及び評価されるべき環自電波怒 主主態系
一一・「一ー『官

－＇戸 。。 。。。
人と自然との鰐かな飽れ合いの 理長 重量

，~ 。。
確保及び歴史的文化的i気涜の保全 人と自然との蝕れ《い活動 。。。。
を旨として渇語、予測及びt平価 のm
されるべき海防護薬 隆史的文化的環i兎 じ． 。。。。
鼠廃への負荷の尽の1重度にぷり 廃:m均等

片7認否、予測及びE平価されるべをき ,l 。
環境主主繁

注JOE日Id.、長崎県環I努修醤評価r.＊.術指針｜こ僚移項目として記載Eされており、古木ダム建設ij1
業においてち!flt寛第~！主因の区分のl廷に潟げる各嬰因により修留を受lするおそれがあるI民
自です．

0環繍影響評価の総合評価

議
の

F夜芸

。
。
。
。
。
。

大気汚染や水質汚濁などの調査及び予測により環境保全箔置を犠討しだ結果、事業の実施によ

る環境への影響は、実行可能な範囲内でできる限り回避、又は低減され、必要に応じその他の方

法により環境の保全についての配慮が可能であると評価しています。また、選定した項目に係る

環境要素は環境基準等と整合が図られていると評価しています。

石木ダム建設にあたっては、 環境に配慮して事業を進めていきます。

①大気環涜（大気汚染、騒音、銀動など）への配慮
工事中において、定期的な叡水、工事用車両タイヤの洗浄、建設機械の複合同時稼働 ・高負
荷稼働の回避、怪騒音型建設機械の使用等を実施します。

②水環境（水質など）への保全指置
選択取水設備や曝気循環施設を設置し、水質の保全に努めます。

-14・



（⑤生物に係る環燭（動物、植物など）への保全指置
生息地の一部が無くなる貴重な動物や組物は、学識者の福等、助言を受けながら、移植等を
行います。

これらの貴重な動植物

を事灘区減外に移植等

④人と自然・文化的溺繍（景観、歴史的文化的環境など）への配慮
八武岩板碑〈石i苔〉等の文化財については、関係機関等と協議を行い、移設や記録保容等の
実施可能な範囲内でその保全対策に努めます。

⑤環繍負荷（廃棄物）への配慮
工事の実施により、コンクリート塊、アスフアルト・コンクリート塊、脱水ケーキや伐採木
が発生するだめ、これらの再利用に努めます。

0事後調査
環境への影響予測の不確実性の大きい選定項目について、環境保全措置を講じる揚合、又は

知県に係る知男が不十分な環境保全箔置を諮じる揚合において、環境の変化が箸レいものとな

るおそれがあるときは、工事中及びダム完成後において環境の状況を把握するための事後調査

を行います。

事後調査項目は、「水質〈水温、富栄護化等〉」「植物〈ツクシトウキ、ヒメウラジロ等）J「動

物〈クロサナ工、ゲンジボタル等〉」としています。なお、事後調査の結果は、適切な時期に公

表を予定しています。

・事業の工程（予定）圃 平成23年 12月時点

工 種 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

ダム本体工
~ 

堤体 工
~ 

付替道路
』

.... 

水源地域整備
... 
’F 

3式験湛水 惨

-15・



用語の説明

・計画規模1/100
概ね 10 0年に 1回発生する規模の降雨による流量の安全な流下を図ることを計画目標としている

こと。

・タムの貯水量
①サーチャージ水位：洪水時にダムによって一時的に貯留することと した流水の最高水位。（洪水時最高

水｛立）

②常時満水位：平常時（非洪水時）にダムによって貯留することと した流水の最高水位。（平常時

最高貯水位）

③最 低 水位：貯水池からの取水口の最低敷高で通常これよりも下の貯留水が利用できない水位。

・ダムの容量
①総 貯水容量：堆砂容量、利水容量、洪水調節

容量を全部合計したもの。

②有効貯水容量： ダムの総貯水容量から堆砂容量

を除いた容量。

③治水容 量： 常時満水位からサーチャージ水

位までの容量。

④利水容量：最低水位から常時満水位までの

容量。

⑤堆 砂容 量： 一定期間（ 1 0 0年間）にダム

貯水池に堆積すると予想される

流入土砂を貯える容量。

・正常流量
河川の流水の正常な機能を維持させるために必要な流量のことであり、魚、や水質などを考慮し、渇水

時において維持すべきであるとして定められた流量（維持流量） およびそれが定められた地点より下流

における流水占用のために必要な流量の双方を満足する流量であって、適正な河川管理のために定めた

ものをいいます。

・試験湛水（たんすい）
ダムの湛水はその機能を発揮するために最も重要な事項であり、その安全について十分に確認する必

要があることから、ダム工事では本体打設の完了後に試験湛水を行い、ダム本体、放流設備、貯水池周

辺の地山等の安全性を実際に検証した上で、通常の管理に移行することとしています。

・右岸、左岸
河川を上流から下流に向かつて眺めたとき、右側を右岸、左側を左岸と呼びます。

・常用洪水吐き
洪水被害から人命や財産を守るため、梅雨や台風などの大雨による流水をダムで一時的に貯留し、ダ

ム下流の川から洪水が溢れないように調節して放流するために設置された構造物です。

・非常用洪水吐き
常用洪水吐きと合わせて、ダム地点において発生すると考えらえる最大規模の洪水 （ダム設計洪水流

量） までの流水をダム本体に影響が生じないように通過させるために設置された構造物です。
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・ご意見やお問い合わせは

tll 
石木ダム建設事務所

〒859・3604 畏」i8\J;l!l!I後符郡川湖町6~郷1 95ー 1

TEL (0956) 82 -5109 FA×（0956) 83・2944

[il¥一心ヘージアドレス｝
htto：／／帆附w.dobok1.1orefnagasaki.io／～ishiki/index.html 
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